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—　歯科保健シンポジューム　—　　　にこにこ・はっぴい目指せ8020

「歯を失う悲しみはもう私達でたくさんです」

　　　　　　　　　　　　　　　　日本大学松戸歯学部

　　　　　　　　　　　　　　　　教授　小林　清吾

　今日、歯科界では大変魅力的な時代を迎えています。すでに歯科医学は、歯を失う最大の原因であるむし歯と歯周病を予防、またはコントロールする方法を手にしているからです。人々にそれらの情報を伝えることを大切に考え、予防が歯科医療全般に与えるインパクトの大きさに、世界の歯科医達は夢を膨らませています。アメリカ、オーストラリア、北欧などでは小児のむし歯有病率を国家単位で激減させることができました。成功の要にはフッ化物の応用とシーラントがあり、その他代用糖、歯口清掃法、定期健珍が工夫されています。特に注目すべきこととして、水道水に天然に含まれるフッ化物を適正濃度に　　　　ること、外国で‘‘フロリデーション”といわれていますが、この方法が世界の多くの国々で普及しています。そして2000年12月、ようやく我が国でも厚生労働省と日本歯科医師会が地域支援の方針を明らかにし、フロリデーション実現の見通しが出てきました。今こそ、歯を失う悲しみはもう私達でたくさんです、ということを訴えたいと存じます。

　歯の健康を守り、歯を失わないためには、市町村を単位とした公的事業と、家庭や個人の努力とが重なる必要があります。私達が、社会が、具体的に今何をすべきかについて考えてみたいと存じます。

1）歯喪失の原因、むし歯と歯周病

　歯科医院で抜歯を行う際に付けられた病名調査から、歯喪失の原因としてむし歯が55％、歯周病が38％、その他7％との報告があります（木村：1987年）。その中でも、若年者においてはむし歯原因の症例がより多数を占め、高齢者においては歯周病による率が増大することが一般的に認められています。また、継続的な臨床調査で（安藤、小林：1995年）、抜歯に至る10年−20年前のリスク要因分析を行った結果、冠治療（歯全体を金属で覆うむし歯治療）を受けた歯は冠治療を受けていない歯に比べ3−8倍の高い率で喪失していることが認められています。さらに、一本の歯を失って生じた孤立歯（隣接する歯が無い歯）は、正常な歯列にある同名歯に比べ、2−3倍の高い喪失歯率でした。これらの結果は、高齢者における喪失歯症例の多くにおいて、実は、若い時に罹ったむし歯の治療がのちのち歯周病悪化の引き金になっていたものと考えられます。直接・間接の要因をあわせて見ると、歯を失う原因としてはむし歯の方が歯周病の倍くらい大きいものといってよいでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）むし歯と歯喪失の実態

　むし歯は乳歯の萌出始めた幼児から発生が始まります。全国調査によると（歯科疾患実態調査：1999年）6歳で78．0％のむし歯有病者率です。永久歯むし歯は学童期に多発し、一人平均むし歯数は12歳児で2．3歯（学校歯科保健統計：2002）です。そして、歯の喪失傾向は30歳ころより増加し、80歳以上ではほとんどの歯が失われ、残存している歯は5−6本となり、そのほとんどはむし歯です。

　歯は失ってから初めて分かるもの、かもしれません。今まで、歳をとったら歯を失うことはしょうがない、とあきらめる傾向にありました。しかし、歯は再生能力の無いもので、これを失ってからでは本当の意味で元に戻す方法はないのです。平均寿命は80歳を超えましたが、歯の寿命（歯が生えてから喪失するまでの平均年数）は短く、永久歯のなかでもっとも寿命の短い奥歯（第二大臼歯で51年、長い犬歯で64年であり（歯科疾患実態調査：1999年）、75歳以上の高齢者では約50％がまったく噛む歯を持っていない結果につながっています（1999年）。このように多数の歯が失われる中で、国民全体で合計した歯科医療費（2兆6，047億円、厚生省：2001年）は癌の医療費（2兆2，058億円、厚生省：2001年）を凌ぐほどの高額になっています。

3）効果的なむし歯予防の方法

　むし歯発生の原因は歯垢の成熟としょ糖の摂取によるものです。しかし今日の健康的な日常生活においても、これらの原因をむし歯が発生しないほどに除去することは極めて難しく、歯質強化（ワクチンのように体質を強化する方法）を行うフッ化物の利用がもっとも有効です。これに加え、特にむし歯になり易い奥歯の溝を樹脂で埋めるシーラントも非　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常に有効です。水道のフロリデーションをはじめ、フッ化物洗口法、フッ化物含有歯磨き剤、フッ化物歯面塗布などいろいろな方法が開発されてきています。フッ化物とシーラントによるむし歯予防法の有効性を示す臨床報告は数限りなく、世界各国で長年にわたるもので、今日得られている科学的証拠の中でもっとも信頼されています。また、キシリトール、パラチノース等、多種の代用甘味料が開発されてきており、しょ糖使用の一部を代用糖と置き換えることにより、むし歯予防がいっそう促進されることが期待されています。

4）地域保健活動の進め方

　人間は家庭、地域、環境の中で助け合って生活しています。意識するかしないかを問わず、衣食住を含め生活要因を密接に共有しています。個人の健康を守る上で、本人の努力が重要ですが、同時に個人の生活背景となる家庭、地域、環境を適切に改善することは極めて有効です。WHOは人々の健康を促進する方策として、ヘルスプロモーションという概念を揖案しています（オタワ憲章：1985年）。むし歯や歯周病を予防する地域保健活動を進める上でも、この概念はもっとも基本的で有用です。ヘルスプロモーションは、（1）政府による健康政策の立案、（2）適正環境を作ること、（3）地域住民活動の活性化、〈4〉健康に関する個人の技術を向上すること、（5）医療サービスの適性化、からなっています。ヘルスプロモーションの最も良い具体例が、地域上水道のフロリデーションを実現することです。または、そのような目標実現の過程そのものがヘルスプロモーションです。

5）フロリデーションの実現を目指して

フロリデーションとは、天然状態での水中フッ素濃度の調査から発見された適性レベルを模倣し、人々の日常生活のフッ素環境を人為的に適正化することです。フロリデーションは安全で有効性が高く、市町村などの地域単単位で行うもっとも有用性の高い疾病予防法とされています。WHOをはじめ世界の150を超える医学・保健の専門機関が推奨している方法です。現在、世界の61か国（天然による45、調整による38、いずれかを実施61）で3億5，600万人に実施されています。我が国で日本歯科医師会や厚生省のリードにより進められている8020運動（80歳で20本の自分の歯を残そう）は、国民の歯の寿命を伸ばそうとする運動です。この運動の確かな実績を得るための基本方策として、我が国でもフロリデーションの一日も早い実現が望まれます。

　群馬県の中でも当地、富岡甘楽地区において、子供達のむし歯予防が熱心に行われてきており、今日ご紹介いただける報告で確認できますように、その成果は目を見張るものがあります。この成果をこれからは、総ての人々に、生涯にわたる恩恵につなげてゆけるように、みんなで協力し活動を発展させてゆきましょう。

